
PDF issue: 2024-12-31

中世末期畿内に於ける真宗本願寺教団の発展
: 紀伊と近江について

金子, 昭弐 / KANEKO, Syoji

(出版者 / Publisher)
法政大学史学会

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
法政史学 / 法政史学

(巻 / Volume)
7

(開始ページ / Start Page)
46

(終了ページ / End Page)
56

(発行年 / Year)
1955-06

(URL)
https://doi.org/10.15002/00010656



四
ノ、

中
世
末
期
畿
内
に
お
け
る
真
宗
本
願
寺
教
団
の
議
展

|

|

紀

伊

と

近

江

に

Jコ
し、

真
宗
史
の
研
究
に
つ
い
て
は
明
治
以
降
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
数
多
く
の

研
究
を
見
る
と
と
が
で
き
る
。
が
、
従
来
の
研
究
は
教
義
や
一
向
一
撲
の
極

め
て
平
面
的
な
戦
斗
の
経
過
の
究
明
に
終
っ
て
い
る
。
し
か
し
戦
後
笠
原
一

男
氏
に
よ
っ
て
、
真
宗
の
発
展
と
一
向
一
撲
の
必
然
性
を
政
治
的
に
、
ま
た

社
会
経
済
的
基
盤
か
ら
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
と
ξ
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

笠
原
氏
の
と
の
業
績
に
よ
っ
て
、
真
宗
史
の
研
究
に
輝
か
し
い
一
ペ
ー
ジ
を

加
え
ら
れ
た
。
中
世
に
お
け
る
真
宗
史
の
研
究
は
、
単
に
宗
教
史
的
な
も
の

で
は
な
く
、
中
世
荘
園
制
の
崩
察

l
純
粋
封
建
制
社
会
へ
の
変
革
の
歴
史
を

究
明
す
る
点
で
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

か
か
る
意
味
で
笠
原
民
の
業
績
を
契
機
と
し
て
、
最
近
と
み
に
真
宗
の
発

展
l
一
向

一
撲
が
活
発
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
研
究
も
よ
り
深
め
ら

れ
つ
つ
あ
る
が
、
地
域
的
に
は
ま
だ
多
分
の
余
地
が
残
さ
れ
お
り
、
真
宗
教

団
発
展
の
究
明
も
今
後
の
研
究
に
ま
っ
と
と
ろ
大
で
あ
る
。

最
も
先
進
的
と
い
わ
れ
る
畿
内
地
方
に
つ
い
て
は
、
服
部
之
総
氏
の
「
蓮

金

子

昭

責丈

如
」
と
石
田
善
人
氏
の
「
畿
内
の
一
向
一
撲
に
つ
い
て
」
(
日
本
史
研
究
二

三
号
)
、
宮
崎
円
遵
氏
「
慈
如
と
人
?
と
紀
伊
の
真
宗
」
(
鷺
森
宗
教
文
化
議

書
第
二
輯
〉
を
知
る
の
み
で
あ
る
。
岩
崎
氏
の
論
文
は
い
ま
だ
見
る
機
会
に

接
し
な
い
が
、
服
部
・
石
田
両
氏
の
論
文
は
一
向
一
授
の
基
礎
構
造
に
つ
い

て
鋭
い
見
解
を
一
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
真
宗
の
発
展
l
寺
院
の
存
立
分
布

に
つ
い
て
は
史
料
的
制
約
に
基
く
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
充
分
に
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
。

本
稿
は
一
向
一
撲
の
前
提
た
る
「
畿
内
に
お
け
る
真
宗
の
発
展
」
の
一
部

と
し
て
紀
伊
と
近
江
の
場
合
の
概
燃
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
の
研

究
は
機
会
を
み
て
発
表
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

と
の
研
究
は
藤
井
教
授
を
は
じ
め
本
学
諸
先
生
の
叱
陀
激
励
と
笠
原
一

男
氏
の
懇
切
な
御
指
導
を
え
で
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
る
。

紀
伊
・
近
、
江
は
中
央
畿
内
を
南
北
に
は
さ
み
、
政
治
社
会
経
済
的
に
中
央
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畿
内
に
つ
ぐ
先
進
地
区
に
属
す
る
。
続
出
軍
政
様
確
立
期
に
お
け
る
一
向
一
撲

に
、
紀
伊
門
徒
の
軍
事
的
に
経
済
的
に
果
し
た
役
割
は
大
き
い
。
エ
人
正
志
年

〈
一
五
七
七
)
紀
伊
門
徒
の
降
伏
に
よ
っ
て
本
願
寺
は
最
後
の
?
と
ど
め
を
き

さ
れ
た
。

T
U
近
江
は
寛
正
六
年

(
一
四
六
五
〉
山
門
の
大
谷
被
却
、
即
ち

最
初
の
一
向
一
撲
の
発
生
地
で
あ
り
、
夫
交
五
年
(
一
五
三
六
〉
守
護
佐
々

木
六
角
お
よ
び
そ
れ
と
結
ぶ
日
蓮
宗
教
団
と
近
江
門
徒
と
の
斗
争
、
ま
た
元

亀
天
正
期
の

一
向
一
撲
は
近
江
一
円
に
わ
た
っ
て
展
開
し
、
三
河
北
隣
門
徒

の
連
絡
地
点
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
し
た
。
(

E

d

中
世
村
落
へ
の
真
宗
の
発
展
し
た
北
陸
を
は
じ
め
三
河
・
尾
張
・
美
濃

・

伊
勢

・
飛
弾
等
の
中
間
地
区
に
お
い
て
も
在
地
支
配
者
と
の
一
授
が
活
発
に

戦
わ
れ
た
事
実
に
つ
い
て
先
学
諒
一
氏
の
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
と
ろ
で
あ
る
。

ハ3
v

特
に
畿
内
は
南
北
朝
内
乱
を
前
提
と
し
て
、
荘
園
制
の
崩
壊
|
郷
村
制

の
成
立
が
他
の
地
区
に
比
し
て
早
く
形
成
を
見
た
地
区
で
あ
り
、
畿
内
の
農

民
は
土
一
授
の
体
験
を
最
初
に
、
し
か
も
数
多
く
の
経
験
を
重
ね
た
地
帯
の

農
民
で
あ
る
。

真
宗
本
願
寺
教
団
は
と
の
よ
う
な
郷
村
底
庶
民
の
中
へ

l
畿
内
一
円
に
!
一

五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
末
に
か
け
て
駕
く
べ
き
発
展
を
遂
げ
た
の
で
あ

る
。
以
下
紀
伊
の
場
合
か
ら
見
ょ
う
。

中
世
前
半
の
紀
伊
国
は
、
高
野
山
金
剛
峰
寺
を
は
じ
め
粉
河
寺
、
根
来
寺
、

熊
野
三
山
、目
前
国
照
両
宮
な
ど
の
大
社
寺
の
経
済
的
・
宗
教
的
に
強
く
支
配

さ
れ
て
い
た
。
百
数
十
の
荘
園
の
う
ち
約
四
分
の
一
は
伊
都
・
那
賀
両
郡
を

主
と
す
る
高
野
山
領
で
あ
っ
た
。
(

4

)

し
か
も
伊
都
・
那
賀
両
郡
地
方
の
荘

園
は
、
中
世
末
期
に
至
る
ま
で
高
野
山
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
と

の
よ
う
な
地
区
は
山
閣
で
、
耕
地
も
極
め
て
少
な
く
四
反
以
下
の
農
民
が
庄

倒
的
で
あ
り
、
山
林
労
働
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
露
命
を
保
っ
て
い
た
ハ
5
v
所

謂
後
進
性
の
代
表
的
地
方
で
あ
っ
た
。
一
方
紀
ノ
川
下
流
の
雑
賀
・
和
歌
山

を
中
心
と
す
る
海
草
地
方
は
、
高
野
山
・
日
前
国
懸
両
宮
の
以
外
に
も
大
野

庄
に
京
都
勧
修
寺
末
の
禅
林
寺
、
神
宮
郷
紀
三
井
寺
の
金
剛
宝
寺
、
栗
栖
圧

の
観
音
寺
等
に
代
表
さ
れ
る
古
代
宗
教
は
多
く
の
寺
領
を
も
ち
、
そ
の
勢
力

を
誇
っ
て
い
た
が
、
室
町
幕
府
に
至
っ
て
よ
う
や
く
守
護
が
任
命
さ
れ
、
応

永
以
後
の
守
護
職
は
畠
山
氏
の
世
襲
す
る
と
と
ろ
と
な
っ
た
。
F

6

)

し
か
し

南
北
朝
内
乱
の
波
及
は
、荘
園
の
崩
壊
、大
社
寺
の
お
と
ろ
え
畠
山
氏
の
内
耳

の
激
化
と
・
と
も
に
、
荘
園
内
に
土
着
し
て
い
た
荘
官

・
名
主
層
の
拾
頭
に
よ

り
、
村
落
内
の
権
力
は
次
第
に
と
れ
ら
土
着
土
豪
に
交
代
し
て
い
っ
た
。
ハ
7
)

と
の
よ
う
な
雑
賀
・
和
歌
山
は
紀
ノ
川
の
デ
ル
タ
地
帯
で
、
土
地
生
産
力
も

高
く
、
瀬
戸
内
海
貿
易
港
と
し
て
商
業
資
本
も
早
く
か
ら
進
出
し
た
。
一
五

八
一
年
の
耶
蘇
会
士
の
通
信
に
よ
る
と
、
紀
伊
国
人
口
の
四
分
の
一
を
占
め
、

農
民
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
富
有
な
巌
民
に
匹
敵
す
る
と
い
わ
れ
る
程
、
(
三
紀

伊
に
お
い
て
は
社
会
的
に
経
済
的
に
も
っ
と
込
先
進
地
帯
で
あ
る
。
紀
伊
に

お
い
て
封
建
的
自
営
農
民
が
著
し
く
成
長
し
、
郷
村
制
も
他
の
地
方
よ
り
早

く
形
成
を
み
た
雑
賀
・
和
歌
山
地
方
は
、
荘
園
制
の
崩
壊
と
と
も
に
真
言
宗

を
は
じ
め
古
代
宗
数
も
そ
の
運
命
を
と
も
に
し
た
。
そ
れ
に
代
っ
て
中
世
仏

教
諸
宗
H
浄
土
・
禅
・
真
宗
H
が
急
速
に
進
出
し
て
い
っ
た
。
と
れ
ら
中
世

仏
教
の
中
で
真
宗
本
願
寺
教
団
が
も
っ
と
も
輝
か
し
い
発
展
を
遂
げ
た
。
先

に
あ
げ
た
耶
蘇
会
土
は
、
雑
賀
は
富
有
な
農
民
で
、
一
向
宗
に
属
し
、
神
に

奉
仕
す
る
こ
と
な
く
、
武
事
に
た
け
て
い
る
と
伝
え
て
い
る
。

真
宗
本
願
寺
教
団
の
紀
伊
村
落
へ
の
進
出
は
、
雑
賀
・
和
歌
山
地
区
の
崩

嬢
し
つ
つ
あ
る
真
言
宗
寺
院
の
猿
得
か
ら
は
じ
ま
る
。
と
の
地
区
に
お
け
る

四
七
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真
言
宗
教
団
の
二
十
余
カ
寺
の
う
ち
、
十
一
カ
寺
は
真
宗
本
願
寺
に
転
宗
じ
、

守
〉
他
の
寺
院
は
廃
寺
か
、
封
建
支
配
者
を
パ
ト
ロ
シ
と
し
て
て
存
立
を
可

能
な
ら
し
め
た
。
ま
や
っ
本
願
寺
法
主
三
代
覚
如
の
い
房
子
た
ち
に
よ
っ
て
、
康

永
年
間
ハ
一
三
四
二

l
二
二
四
回
〉
に
名
草
郡
雑
賀
真
光
寺
(
旧
真
言
宗
)

の
存
立
か
ら
、
八
代
蓮
如
が
文
明
八
年
(
一
四
七
六
〉
紀
伊
へ
の
布
教
ま
で
、

約
一
世
記
半
の
問
、に
僅
か
五
カ
寺
の
開
基
を
見
に
る
過
な
い
。
し
か
し
蓮
如

一
代
の
布
教
に
(
約
三
十
年
間
)
六
四
カ
寺
と
い
う
飛
躍
的
増
加
を
見
た
の

で
あ
る
。
以
後
突
如
の
代
に
三
四
カ
寺
、
証
如
の
代
に
十
一
カ
寺
、
顕
如
の

…
刊
に
三
ニ
カ
寺
一
と
い
う
寺
院
存
立
の
発
展
を
知
る
と
と
が
で
き
る
。
お
)
即

ち
、
蓮
如
か
ら
顕
如
の
代
ま
で
の
約
一
世
紀
半
の
聞
に
一
四
一
カ
寺
の
道
場
、

寺
院
の
開
基
を
み
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
紀
伊
函
に
お
け
る
真
宗
本
願
寺
教
団
発
展
の
状
態
を
表
一
、
分

布
図
に
よ
っ
て
考
察
す
る
と
、
蓮
如
以
前
の
五
カ
寺
の
中
、
四
、
刀
寺
ま
で
が

-

l

郡
名
一
|
寸
|
寸

寸

ー
一
」

一

Il---J

一
名
主
海
部
一
在
回
百
恵
那
賀
一牟

婁

伊

那

計

一

法

主

↑

一

一

一

一

一

一

一ー

一

--引州寸
ー一E
L
--川
E
EH
一

白
川
区
川
川
目
凶
川
一一

片

山

一川

一

江

川

一リ

一
3一

o
一
0

一
%
一

証
如
了
。
一

2

一
川
一
二

o一
』

川

「

叶

一

顕
|
川

区

己

川
」
川

」

己

い

「

い

一

ヒ

十

↑

0

一
1

一
7

一
1

一
一》
一
!
一
)

一
お
一

言

一
6

一
3

一
2

一
2

一
E

一
;
一
(
↑
M

一

表

四
l¥ 

雑
賀
・
和
歌
山
附
近
に
た
て
ら
れ
て
い
る
。

蓮
如
時
代
の
六
四
カ
寺
の
中
、

四
三
カ
寺
が
雑
賀
・
和
歌
山
を
中
心
と
す
る
名
草
・
海
部
両
郡
の
海
岸
地
帯

ゃ
・紀
ノ
川
下
流
の
デ
ル
タ
地
帯
に
あ
り
、
そ
の
他
二
十
一
カ
寺
は
有
国
・
日

高
川
の
下
流
や
海
岸
附
近
の
地
帯
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。
実
如
の
時
代
に
も

同
様
に
、
名
草
・
海
部
郡
に
一
四
カ
寺
、
在
田
郡
に
一
回
カ
寺
、
日
高
郡
に
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三
カ
寺
と
い
う
割
合
で
建
立
さ
れ
て
い
る
。
と
の
時
代
か
ら
よ
う
や
く
、
高

野
山
金
剛
峰
寺
の
荘
園
内
で
あ
る
那
賀
郡
に
進
出
を
始
め
、
三
カ
寺
の
設
立

を
み
た
。
し
か
し
顕
如
の
時
代
の
ニ
カ
寺
と
合
わ
せ
て
僅
か
五
カ
寺
に
過
ぎ

ず
、
ま
た
紀
伊
国
の
も
っ
と
も
山
間
地
帯
に
属
す
る
牟
婁
郡
で
は
ニ
カ
寺
を

数
え
る
に
過
ぎ
な
い
。
伊
都
郡
で
は
一
カ
寺
の
設
立
を
み
る
こ
と
す
ら
で
き

な
い
。こ
の
よ
う
な
真
宗
本
願
寺
数
回
発
展
を
寺
院
設
立
の
面
か
ら
も
し
ら
れ
る

よ
う
に
、

旧
仏
教
の
宗
教
的
経
済
的
勢
力
闘
を
さ
げ
て
発
展
し
て
い
っ
た
と

同
時
に
、
高
野
山
金
剛
峰
寺
の
荘
園
支
配
か
ら
独
立
す
る
と
と
が
困
難
で
あ

っ
た
農
民
の
後
退
性
H
土
地
生
産
力
の
低
帯
性
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
真
宗
本
願
寺
d

教
団
の
も
っ
と
も
発
展
し
た
雑
賀
・
和
歌
山
地
帯
は
、
す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
封
建
的
自
営
農
の
成
長
、
郷
村
制
の
成
立
を
早
く
み
た

地
域
で
あ
る
。

蓮
如
以
後
三
五
世
紀
後
半
)
飛
躍
的
発
展
を
み
た
紀
伊
本
願
寺
教
団
は
、

雑
賀
の
真
光
寺
、
性
応
寺
、
冷
水
浦
の
了
賢
寺

(
後
の
黒
江
御
坊
)
、
在
国

郡
湯
浅
村
の
福
蔵
寺
、
日
高
郡
関
御
坊
の
五
カ
寺
内
か
、
紀
伊
本
願
寺
内
徒
の

中
心
で
あ
っ
た
。
真
光
寺
は
覚
如
の
弟
子
に
よ
る
真
言
宗
か
ら
の
転
宗
で
あ

り
、
性
応
寺
も
覚
如
の
弟
子
に
よ
る
天
台
宗
か
ら
の
転
宗
で
あ
る
。
廃
寺
か

転
宗
の
運
命
に
あ
っ
た
と
れ
ら
寺
院
は
真
宗
に
転
宗
し
た
と
は
い
え
、
蓮
如

に
至
る
一
世
紀
の
聞
は
門
徒
を
獲
得
す
る
力
は
な
か
っ
た
。
が
、
し
か
し
社

会
経
済
的
進
護
を
背
影
と
し
て
、
畿
内
、
北
陸
を
経
て
紀
伊
に
布
教
し
た
蓮

如
の
力
と
合
ま
っ
て
、
末
寺
道
場
、
門
徒
農
民
の
組
織
化
に
活
発
な
動
き
を

始
め
た
。
蓮
如
か
ら
顕
如
ま
で
に
、
真
光
寺
は
紀
伊
・
和
泉
両
国
ピ
四
十
数

か
寺
の
末
寺
を
も
つ
に
至
っ
た
。
日
)
性
応
寺
は
六

O
カ
寺
の
末
寺
、
(
沼
)

福
蔵
寺
は
一
一
一
五
カ
ム
一
寸
を
数
え
る
程
の
勢
力
を
も
っ
た
。
(
ぎ
冷
水
浦
了
賢
寺

は
文
明
八
年
蓮
如
布
教
の
際
に
、
冷
水
浦
の
喜
六
大
夫
が
蓮
如
に
帰
依
し
て
、

一
寺
を
建
立
し
「
南
紀
ノ
宗
門
ハ
此
時
権
輿
セ

nJ
」
と
い
わ
れ
同
年
十
月
、

「
真
宗
ノ
仏
法
庄
保
-
一
ミ
チ
。
叉
国
郡
一
一
溢
ル
。
道
場
成
ト
イ
ヘ
ト
モ
。
イ

マ
タ
開
山
ノ
図
像
ヲ
置
ス
。
今
日
ユ
ル
γ
給
ハ
メ
可
ナ
」
リ
と
蓮
如
よ
り
了

賢
寺
の
寺
号
を
許
さ
れ
、
「
次
方
ニ
宗
門
繁
昌
シ
ケ
レ
ハ
。
参
詣
ノ
道
俗
男

女
申
サ
グ
。
冷
水
浦
ハ
片
土
一
一
テ
。
参
詣
ノ
便
惑
ケ
レ
ハ
」
永
正
四
年
の
春

同
郡
三
上
郷
黒
江
村
に
移
し
て
黒
江
御
坊
と
称
し
た
。
天
文
十
九
年
証
如
の

紀
伊
へ
の
遊
化
に
際
し
「
黒
江
ノ
地
そ
要
害
ノ
タ
メ
ヨ
ロ
シ
カ
ラ
ズ
候
。
和

歌
ノ
弥
靭
寺
山
尤
ヨ
キ
要
害
ナ
リ
」
と
伏
山
の
孫
市
、
藤
太
夫
、
孫
三
郎
、

孫
六
、
岳
崎
御
手
穏
の
教
普
入
道
其
外
雑
貨
の
年
寄
衆
と
談
合
し
て
和
歌
山

に
移
転
し
た
と
い
う
い
き
さ
つ
を
も
っ
寺
院
で
あ
る
。

2
)
何
れ
に
し
て
も

鷺
森
旧
事
記
は
誇
調
の
強
い
記
事
で
あ
る
が
、
了
賢
は
蓮
如
の
諸
国
有
力
門

徒
の
一
人
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
ハ
日
〉
ま
た
寺
院
移
転
は
、
教
団
発
展
と
本

願
寺
の
政
治
的
変
化
を
み
る
た
め
に
も
興
味
深
い
筒
題
で
あ
る
が
弦
で
は
ふ

れ
な
い
。

さ
て
黒
江
御
坊
の
孫
市
、
藤
太
夫
:
:
:
等
は
恐
ら
く
黒
江
御
坊
の
有
力
門

徒
で
あ
っ
た
ろ
う
。
石
山
本
願
寺
日
記
の
天
文
五
年
の
項
に
は
黒
江
御
坊
の

支
配
を
め
ぐ
っ
て
、
「
黒
江
坊
与
力
衆
之
中
よ
り
、
去
年
十
八
人
の
来
二
坊

之
官
阜
市
可
令
馳
走
申
付
た
る
事
は
、
う
へ
よ
り
仰
付
ら
れ
た
る
事
候
哉
。
然
者

不
及
是
非
候
。
若
叉
十
八
人
の
衆
よ
り
申
上
に
付
而
被
仰
付
候
哉
。
就
其
御

歎
申
上
ぺ
き
と
の
由
事
に
て
、
惣
中
よ
り
使
七
人
の
ぼ
り
候
ッ
。
其
儀
今
日
申

候
口
十
八
人
の
衆
先
々
の
衆
馳
走
仕
侯
へ
共
、
前
住
御
往
生
の
後
四
五
人
一
一

被
仰
付
候
間
」

2
4
と
与
力
衆
十
八
人
と
長
衆
八
十
計
で
対
決
す
る
に
至
り
、

四
九
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「
就
其
は
黒
江
坊
之
惨
惣
黒
江
衆
へ
預
侯
」

2
v
と
黒
江
御
坊
は
長
衆
の
支

配
す
る
と
と
ろ
と
な
っ
た
。

黒
江
御
坊
の
支
配
を
め
ぐ
る
問
題
か
ら
、
先
に
あ
げ
た
孫
市
、
藤
太
夫
、

孫
三
郎
、
孫
六
、
教
普
入
道
な
ど
は
長
衆
を
代
表
す
る
四
五
人
で
、
名
主
戦

の
身
分
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
と
れ
ら
在
地
与
力
衆
・
長
衆
を
中

心
曹
と
し
て
、
地
縁
的
に
宗
教
的
に
農
民
の
結
合
は
必
然
的
に
強
化
さ
れ
て
い

っ
た
。
と
う
し
た
農
民
の
結
合
が
、
天
文
五
年
日
高
の
土
豪
玉
置
・
湯
川
と

門
徒
農
民
と
の
一
授
と
な
り
、
ハ
ロ
)
天
文
六
年
に
は
熊
野
-
ニ
山
衆
と
湯
川
と

の
簡
に
社
領
の
押
領
を
め
ぐ
る
成
敗
が
行
わ
れ
た
止
さ
、
熊
野
三
山
衆
徒
は

本
願
寺
に
対
し
「
雑
賀
衆
、
湯
川
方
へ
無
合
力
様
」
(
立
に
申
付
け
る
と
と

を
要
誇
し
、
ま
た
雑
賀
衆
に
も
申
入
れ
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
雑
賀
を

中
心
と
す
る
紀
伊
門
徒
の
増
加
が
、
日
高
の
土
豪
湯
川
直
光
を
し
て
蘭
御
坊

を
建
立
し
、
〈
哲
在
田
の
土
豪
湯
川
直
奈
『を
し
て
福
蔵
寺
の
道
場
建
立
訂
)

を
な
さ
し
め
た
の
で
あ
る
。

中
世
近
江
村
落
へ
の
真
宗
の
進
出
は
、
嘉
頭
一
元
年
(
一
二
三
五
)
野
洲
郡

木
部
の
叡
山
の
別
院
、
後
の
真
宗
一
派
を
形
成
し
た
木
部
派
の
本
山
錦
織
寺

の
住
持
で
あ
り
、
木
部
の
領
主
で
あ
っ
た
石
畠
資
長
が
、
親
鷲
の
弟
子
と
な

っ
て
真
宗
に
改
宗
し
た
の
が
初
め
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後
覚
如
・
存
覚
の
保

護
に
よ
り
伊
賀

・
伊
勢

・
大
和
の
諸
国
に
四
十
余
力
寺
の
末
寺
を
み
る
勢
力

を
も
っ
た
と
い
う
0

8

)

(

蓮
如
の
教
団
発
戻
の
時
代
に
本
願
寺
に
帰
属
す

る
)
覚
如
の
持
代
に
は
、
伊
香
郡
成
信
、
坂
田
郡
福
田
寺
の
覚
乗
、
る
)
蒲

生
郡
日
野
本
誓
寺
也
市
慧
、
〔
き
滋
賀
郡
墨
田
本
語
寺
善
道

8
)
を
は
じ
め
各

五
O 

地
に
寺
院
・
道
坊
の
開
基
を
み
た
が
、
蓮
如
以
前
に
お
い
て
は
、
各
法
主
の

努
力
J

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
応
永
二
十
年
(
一
四
二
ニ
)
ご
ろ
の
本
願
寺
は

「
御
本
寺
様
人
セ
キ
タ
ヘ
テ
、
参
詣
ノ
人
一
人
モ
ミ
エ
サ
セ
タ
マ
ハ
ズ
。
サ

ヒ
/
¥
ト
ス
ミ
テ
オ
ハ
シ
マ
ス
」
ハ
ぎ
と
い
う
さ
び
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
。

む
し
ろ
真
宗
の
一
派
で
あ
る
錦
織
寺
や
仏
光
寺
派
の
勢
力
が
強
か
っ
た
。

「
シ
ル
谷
仏
光
寺
コ
ソ
、
名
張
ヱ
ケ
イ
ズ
ノ
コ
ロ
ニ
テ
、
人
民
グ
シ
シ
リ
シ

テ
コ
レ
ニ
コ
グ
ル
」
r
u
u

繁
栄
で
あ
っ
た
。
元
来
仏
光
寺
は
設
立
以
来
、
渋

谷
の
支
配
者
妙
法
院
の
外
護
と
足
利
尊
氏
の
帰
依
を
え
て
御
供
田
の
寄
進
も

あ
り
、
幕
府
や
守
護
な
戸
」
の
支
配
者
を
メ
ト
ロ

y
'と
し
て
そ
の
繁
栄
を
誇
っ

て
い
た
。
戸
別
)
し
か
し
半
世
紀
後
の
本
願
寺
は
、
寛
正
年
聞
に
山
門
か
ら
破

却
の
う
さ
め
を
み
る
発
展
を
遂
げ
、
仏
光
寺
、
錦
織
寺
も
ま
た
本
願
寺
に
帰

属
し
た
の
で
あ
る
。
更
に
矢
文
年
閣
の
本
願
寺
は
、
「
寺
中
広
大
無
辺
、
荘

厳
只
如
仏
国
」

8
4
と
い
わ
れ
る
経
済
的
、
宗
教
的
発
展
を
み
た
の
で
あ
る
。

東
山
大
谷
に
近
い
近
江
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
発
展
を
十
六
世
紀
末
、
寺

院
存
立
の
状
態
か
ら
各
宗
派
別
に
比
較
し
て
み
る
と
表
二
の
如
く
で
あ
る

一
…
似
て
ω
一
町
一
日
一
四
一
均
一
ぉ
一
近
江
本
願
寺
教
団
の
発

下
l
r
i十

IL--↑
Lー
ー
↑
|
一
震
は
、
先
に
あ
げ
た
蓮
知

二
一
派
一
派
一
宗
一
宗
一
宗
一
宗
一
宗
一
以
前
の
有
力
末
寺
、
滋
賀

表

一

寺

一

寺

一

↑

一

一

一

一

郡

堅

田

本

福

寺

、
そ
の
末

一

一

一

一

蓮

一

土

一

台

一

言

一

一

願

一

光

一

一

一

一

一

一

寺

道

場

十

二

門

徒

、
野
州

一
本
一
仏
一
禅
一
日
一
浄

一
天
一
真
一
郡
金
森
善
立
寺
、
蒲
生
郡

-1
1
1
11
1
eト
i
l
l
i
li
--
『
日
野
九
カ
守
ま
た
は
五
カ

寺
(
本
誓
寺
、
興
敬
寺
、
正
崇
寺
、
明
性
寺
、
弘
誓
寺
)
〔
告
、
江
北
十
カ
寺
(
坂
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る
o

す
な
わ
ち
湖
南
で
は
宇
治
川
、
湖
東
で
は
野
洲
川
・
日
野
川

・
犬
上
川

愛
知
川

・
江
北
で
は
姉
川
、
湖
西
で
は
安
曇
川
紘
一
寸
の
流
域
で
あ
る
。

と
の
よ
う
な
土
地
生
産
力
の
高
い
地
帯
は
中
世
村
落
に
お
い
て
、
封
建
的

自
営
農
の
量
的
増
大
と
質
的
成
長
が
若
じ
い
地
帯
で
あ
る
。
試
み
に
山
間
地

帯
の
甲
賀
郡
に
つ
い
て
み
る
と、

本
願
寺
教
団
十
五
カ
寺
、
品
作
土
宗
教
団
九

十
二
カ
寺
、
禅
宗
教
団
十
五
カ
寺
、
夫
台
宗
教
団
二
十
九
カ
寺
で
あ
る

aJO

甲
賀
郡
浄
土
教
団
の
勢
力
が
強
固
で
あ
る
所
以
は
、
経
済
的
社
会
的
後
進
性

に
よ
る
甲
賀
武
士
の
党
的
結
合
を
背
景
と
し
て
寺
院

の
経
営

・
維
持
を
は
か
つ
て
い
た
。
し
か
し
、
と
の

よ
う
な
甲
賀
郡
に
お
い
て
も
本
願
寺
教
d

団
の
寺
院
分

布
は
、
野
洲
川
上
流
で
比
較
的
土
地
生
産
力
の
高
い

地
域
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
本
願
寺
教
団
の
発
展
は
、
末
寺
道

場
の
増
加
門
徒
農
民
の
数
的
増
加
と
比
例
す
る
と
と

は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
以
下
滋
賀
郡
堅
田
本
福
寺
を

中
心
と
し
て
本
願
寺
教
団
発
展
の
過
程
を
考
察
し
て

み
た
い
。

近
江
湖
西
の
本
願
寺
門
徒
の
中
心
、
堅
田
町
は
十

五
世
紀
以
降
、
本
福
寺
の
門
前
町
と
し
て
ま
だ
港
湾

町
と
し
て
堅
田
四
方

「
北
ノ
切

・
東
ノ
切

・
西
ノ
切

今
堅
田
」
と
い
う
惣
の
共
同
結
集
を
行
い
、
殿
原
|

オ
ト
ナ
を
中
心
と
す
る
惣
村
で
あ
っ
た
。
ハ
お
)
さ
ら

に
堅
田
殿
原
衆
は
賀
茂

・
貴
船
と
供
御
関
係
を
結
び

賀
茂
領
湖
岸
十
二
郡
そ
知
行
し
た
。
ハ
お
)
堅
田
庄
は

田
郡
の
福
田
寺
、
福
勝
寺
、
真
宗
寺
、
海
顔
寺
、
称
名
寺
、
順
廃
寺
、
誓
願

寺
。
東
浅
井
郡
の
金
光
寺
、
お
願
寺
、
中
道
場
〉
告
〉
な
ど
を
中
心
に
蓮
如

以
後
、
近
江

一
円
に
飛
躍
的
な
発
展
を
み
た
。
近
江
本
願
寺
教
団
の
発
展
を

時
間
的
に
地
域
的
に
考
察
し
て
見
る
と
表
三
、
分
布
図
の
如
く
、
詰
)
一
四

六
O
年

(寛
正
元
〉
後
か
ら
急
速
に
寺
院
ま
た
は
道
場
の
増
加
を
知
る
と
と

が
で
き
る
。
寺
院

・
道
場
の
ふ
り
布
も
紀
伊
の
場
合
と
同
様
に
河
川
の
中
流
か

ら
下
流
に
か
け
て
の
地
域
と
湖
水
の
周
辺
、
湖
岸
地
帯
に
集
中
的
に
存
在
す

表 三

年代地方|ま|到雲百四I!¥室|計i事
13叫前 flofOI 2 I 5 I 3 ， 5 I 0 j 25 I 0 
山 以前 61 0 1 2 110 3; 1 1 1 1 23 1 1 

1401"，20 1 101 1 [ 0 [ 0 I 0 I 0 I 2 I : 

1421"，40 τ[D r~-3 1 0 I 0 I ;0 1 3 1 
1441"，60 110 ! 2 I 0 1 0 [ 1 1 5 I 9 1 3 
1461"，80 17f 1 111.117 I 5 116[ 2 ¥ 69[40 I 

1481"，1500 8 1 4 1 7 118 I 0 ! 9 1 0 I 46 1 26 
1501"'20 131 7 1 23 117 I 2 1 4 1 4 170 ! 17 

1521"-'40 9 1 6 1 4 1 8 1 5 I 2 1 0 1 34 115 

1541"，60 2 1 7 1 4 I 6 1 10 I 2 I 2 1 33 I 25 

1561"'30 9 1 2 1 8 117 i 0 1 4 i 3 143115 
1581"'1600 6 1 4 1 9 114 1 2 ; 4 i 5 1 44 1 3 
E十 82 I 31 173 /1吋30: 48 1 22 1401 1凶
不明 29 [ 8 I 6 I 37 . 12 1 8 1 6 [州
1600以後 26[41 1 28 1741 21 [ 26 110 [2261 

ヨ五
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近江良宗本願寺致団寺院分布図

古
く
か
ら
山
門
領
で
、
南
北
朝
以
後
も
山
門
領
護
正
院
の
領
掌
で
あ
る
と
い

わ
れ
、
会
J

ま
た
康
正
二
年
(
一
四
五
六
)
の
東
大
寺
文
書
に
よ
る
と
東
大

寺
領
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

ad
し
か
し
滋
賀
郡
一
円
が
山
門
領
で
あ
る

以
上
、
堅
固
も
山
門
の
支
配
下
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
山
門
の
経
済
的
・

五

宗
教
的
支
配
が
窪
町
幕
府
と
の
結
び
つ
き
に
よ
っ
て

持
続
し
え
た
時
期
は
、
堅
田
も
平
穏
無
事
で
あ
っ

た
。
し
か
し
南
北
朝
内
乱
以
後
、
幕
府
の
政
治
的
・

経
済
的
支
配
の
ゆ
る
み
と
同
時
に
荘
園
領
主
山
門
の

支
配
力
も
弱
体
化
し
て
き
た
。
観
応
一
冗
年
(
二
二
五

O
)
す
で
に
近
江
奥
島
の
農
民
は
「
百
姓
を
坂
本
に

よ
ひ
と
し
、
稲
を
こ
か
せ
、
や
わ
い
を
ふ
か
せ
ら
る

る
非
法
難
堪
事
」

au
と
逃
散
を
企
て
た
。
ま
た
近

江
押
立
保
郷
民
等
は
「
就
用
水
之
事
、
及
弓
矢
合
戦

・
の
可
有
御
成
敗
之
事
」
ぬ
〉
と
在
地
支
配
に
対
じ

て
戦
い
を
い
H
Y

」
む
の
で
あ
る
。
と
の
よ
う
な
農
民
の

成
長
は
土
地
生
産
力
の
高
い
平
野
を
中
心
に
特
に
著

し
く
す
す
み
、
ま
た
生
産
力
の
極
め
て
低
い
僻
地
に

お
い
て
も
、
漁
業
・
林
業
・
耕
地
堺
相
論
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
村
湾
の
自
治
的
問
結
を
通
し
て
行
わ
れ
た

の
で
あ
る
。

堅
固
庄
に
お
い
て
も
湖
中
の
沖
の
島
の
所
有
権
問

題
を
め
ぐ
る
佐
々
木
六
角
と
の
紛
争
で
「
六
角
ト
ノ

ハ
海
ヨ
リ
東
地
御
知
行
也
。
堅
田
ハ
湖
十
二
郡
ヲ
知

行
致
ス
o
」
臨
時
一
一
一
と
と
を
主
張
し
て
、
湖
上
支
配

権
を
ま
も
っ
た
。

荘
園
領
主
山
門
の
弱
体
化
と
と
も
に
、
取
一
面
庄
に
も
中
世
新
興
仏
数
が
進

出
し
た
。
殿
原
衆
・
地
待
の
勢
力
を
背
景
に
臨
済
宗
大
徳
寺
派
が
、
観
応
二

年
(
一
三
五
二
)
に
地
待
の
寄
進
に
よ
る
玉
泉
庵
の
創
立
を
み
て
以
来
荘
園
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領
主
の
公
認
の
下
に
伸
展
し
て
い
っ
た

qau
一
方
殿
原
・
地
待
の
支
配
下

に
あ
る
全
人
家
の
中
に
真
宗
本
願
寺
教
団
は
堅
田
本
福
寺
を
中
心
に
発
展
す

ザ。。
本
福
寺
は
、
本
福
寺
田
来
記
・
門
徒
記
・
跡
害
等
に
よ
る
と
、
野
洲
郡
三

上
山
の
鴇
大
明
の
神
職
で
同
族
の
神
主
を
殺
害
し
て
追
わ
れ
、
領
地
の
家
来

若
干
を
ひ
き
つ
れ
て
堅
固
に
逃
れ
山
門
の
特
許
を
え
て
紺
屋
を
開
業
し
た
善

還
が
、
覚
如
三
二
七

O
1
2
一
三
五
一
〉
に
帰
依
し
て
馬
場
に
道
場
を
設
立

し
た
の
を
は
じ
め
と
い
う
。
一
一
一庄
野
一
-
来
本
一
室
寸
初
代
警
官
や
が
て
滋
賀

郡
一
円
の
紺
屋
の
総
元
締
と
な
り
、
全
人
衆
の
長
と
な
っ
た
。
二
代
覚
念
は

応
永
二
年
(
一
三
九
五
)
地
侍
元
次
か
ら
馬
場
道
場
の
東
方
の
畑
を
拾
七
愛

で
寅
得
す
る

G
)
有
得
た
商
人
1
1
1

経
済
的
に
社
会
的
に
地
侍
領
に
成
長
し
た
。

と
の
よ
う
な
経
済
的
に
地
侍
の
地
位
を
獲
待
し
つ
つ
あ
っ
た
覚
念
は
、
本
願

寺
の
衰
退
ば
か
り
で
な
く
、
後
の
地
位
を
し
て
禅
宗
に
転
宗
し
、
ま
た
仏
光

寺
に
走
っ
た
。
一
昨
伺
腕
組
来
し
か
し
、
三
代
虫
色
は
存
如
に
師
事
し
て
本
一
線

寺
に
復
帰
し
た
。
け
だ
し
こ
の
よ
う
な
変
遷
は
応
永
三
十
年

(
一
四
二
三
〉
、

幕
府
の
足
利
持
氏
を
討
つ
抗
争
が
展
開
し
、
正
長
元
年

(
一
四
二
八
叫
に
は
、

「
凡
徳
致
事
白
江
州
沙
汰
出
也
」
ハ
告
と
旧
仏
教
寺
院
の
門
跡
を
し
て
数
ぜ

し
め
た
時
期
で
も
あ
り
、
ま
た
堅
回
全
一
人
衆
が
覚
念
・
法
住
の
殿
原
衆
へ
の

仲
間
入
り
に
白
を
つ
む
っ
て
い
よ
う
は
ず
が
な
い
。
覚
念
・
法
住
の
経
済
力

も
議
業
的
に
宗
教
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
自
営
化
し
て
い
く
農
民
・
帝
人
・

手
工
業
者
門
徒
が
背
景
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
仰
を
也
宗
へ
の
転
宗
は
本
福
寺
の

自
滅
で
あ
っ
た
。
が
、
有
力
門
徒
に
つ
れ
ら
れ
て
、
本
福
山
守
法
住
が
、
本
願

寺
に
帰
属
し
た
と
と
は
、
本
信
号
霞
長
の
一
同一J建
で
あ
り
、
同
時
に
本
願
寺
に

と
っ
て
も
教
団
確
立
の
光
で
も
ら
っ
た
。
土
一
摂
・
戦
乱
の
地
と
化
し
た
山

城
を
後
に
し
て
各
地
に
点
在
す
る
末
寺
・
門
徒
を
足
が
か
り
に
、
荘
園
制
の

崩
壊
、
独
立
化
し
て
い
く
農
民
層
の
中

へ
存
如
は
、
連
如
を
供
に
門
徒
の
再

確
認
と
教
線
の
怒
張
に
出
発
す
る
。
そ
の
中
心
は
堅
田
本
福
寺
、
そ
の
末
寺

道
場
か
ら
湖
東
・
江
北
の
各
地
に
向
う
。

本
願
寺
に
復
帰
し
た
本
福
寺
法
住
は
、
交
安
四
年

(一

四
四
四
)
西
東
五

問
、
北
南
五
聞
の
屋
敷
を
地
侍
刀
禰
左
衛
門
か
ら
九
貫
五
百
交
で
買
得
し
、

(
川
目
〉
明
応
二
年
(
一

四
九
一
ニ
)
の
四
代
明
宗
の
代
の
屋
敷
は
、
ム
ハ
間
奥
へ
十

聞
と
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
。
日
月
掘
ヰ
す
と
の
よ
う
な
紺
患
の
総
一
花
締
の
経
済
的

自
ー
タ

U
U引
出

発
展
と
比
例
し
て
法
住
門
徒
も
増
加
し
て
い
く
。
す
で
に
法
住
時
代
の
門
徒

は
滋
賀
郡
一
円
に
発
展
し
、
地
下
十
二
門
徒
と
称
し
て
十
二
カ
村
11
十
二
組

(
必
〉
に
よ
る
詩
的
組
織
の
も
と
に
本
福
寺
の
維
持
と
本
願
寺
へ
の
所
役
を
つ

と
め
、
と
れ
ら
十
二
門
徒
は
そ
れ
ぞ
れ
道
場
を
も
ち
、
伯
警
に
四

O
O人、

因
幡
に
七
、
八
十
人
、
京
狭
に
三
十
人
(
門
徒
記
〉
と
他
国
に
も
末
寺
道
場

と
門
徒
を
開
拓
す
る
有
力
な
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
で
あ
る
。
「
カ
夕
、
ニ
有
得

ノ
人
ハ
、
能
登
・
越
中
・

越
後
・
信
濃

・
出
羽
・
奥
州
・
因
幡
・
伯
嘗
・
出

雲
・
丹
後
・
但
馬
・
若
狭
へ
越
子
」
〈
跡
室
事
活
動
す
る
油
屋

・
納
屋

・
栴
屋
・

銀
冶
竪
・
大
工
等
の
商
人

・
手
工
業
者
で
あ
り
、
名
士
。
一
職

・
作
職
で
、
身
分

的
に
は
客
人
・
旅
人
・
説
川
代
家
人
・
下
部
人
の
階
層
に
属
し
て
い
た
明
日
目
置

関
門

l
今
相

μ==ロ

さ
ら
に
石
田
中
一
哲
人
民
の
「
本
福
寺
寺
領
罪
、
動
目
録
」
(
日
本
史
研
究
二
三
一
号

畿
内
の
一
向
一
撲
に
つ
い
て
ゾ
の
分
析
に
よ
る
と
、
法
住
門
徒
の
大
北
兵
衛

凋
屋
太
郎
三
郎
衛
門
・
法
住
の
が
沙
円
と
そ
の
子
小
太
郎
は
本
福
寺
と
借
家

人
と
家
主
の
関
係
に
立
ち
、
油
田町
「女
四
郎
衛
門
・
鶴
屋
太
郎
三
郎
衛
門

・
五

郎
太
郎
・
五
郎
左
衛
門
・
中
村
の
孫
女
郎
は
寺
領
の
作
人
で
あ
り
、
本
福
寺

は
寺
領
を
持
ち
、
ま
た
自
作
地
も
存
在
す
る
名
、
平
一職
で
あ
る
。
作
職
で
あ
る

ヨ王
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こ
れ
ら
門
徒
は
有
得
な
商
人
で
あ
り
、
経
済
的
余
裕
の
あ
っ
た
全
人
衆
で
本

福
寺
は
そ
の
長
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
全
人
衆

・
諮
代
家
人
は
、
本
願
寺

1

本
福
寺
|
末
寺
道
場
を
中
心
と
し
て
、
経
済
的
に
宗
教
的
に
結
合
し
て
在

地
支
配
者
殿
原
衆

・
地
侍
衆
に
対
抗
し
な
が
ら
独
立
化
し
て
い
く
。
そ
の
結

合
が
よ
り
強
固
に
組
織
化
さ
れ
て
い
く
に
従
い
、
山
門
領
主
及
び
在
地
支
配

者
と
の
抗
争
l
一
授
の
発
生
と
な
る
。

「
寛
正
六
年
正
月
九
日
、
山
門
ノ
悪
僧
。
人
数
ヲ
率
シ
打
入

ヘ
キ
風
聞
ア
ル

問
、
御
坊
中
ニ
皆
々
御
驚
一
一
一
ア
。
イ
ソ
キ
近
国
遠
国
へ
。
ソ
ノ
趣
ヲ
相
フ
レ

タ
マ
フ
ト
イ
ヘ
ト
モ
。
ヨ
モ
今
回
収
日
-
一
テ
ハ
ア
ラ
ジ
ト
思
ヒ
タ
マ
フ
ニ
ヨ
リ
。

御
番
衆
十
余
人
ハ
カ
リ
一
二
ノ
。
御
門
ノ
御
番
ヲ
致
処

一一。ハ

ヤ
ア
グ
レ
ハ

十

日
=
。
東
山
大
谷
殴
依
坊
へ
ト
テ
走
入
テ
ミ
レ
ハ
。
ア
グ
僧
百
五
rT
人

ハ
カ

リ
ナ
H
。
御
近
所
ノ
一
感
覚
等
モ
オ
リ
ヲ
得
テ
。
人
数
一
一
グ
ワ
ハ
リ
」

(
由
来

記
ゾ湖
西
の
本
願
寺
数
回
は
、
堅
田
本
福
島
寸
を
中
心
に
発
展
し
て
い
く
と
同
時

に
、
湖
東
本
願
寺
教
団
も
野
洲
郡
金
森
の
道
西
、
三
宅
の
了
西
、
荒
見
の
性

月
、
赤
野
井
の
該
乗
、
山
賀
の
道
場
、
中
村
の
妙
実
、
矢
嶋
南
の
道
場
、
栗

太
郡
安
養
寺
の
幸
子
坊
(
静
一
報
担
問
一
四
)
蒲
生
郡
日
野
興
整
寸

(輿
敬
寺
文

室
。
江
北
誓
願
寺
、
福
田
寺

(誓
願
寺
文
章
る
な
ど
の
有
力
末
寺

・
門
徒
を

中
心
に
発
展
し
た
。
究
正
六
年
、
翌
交
正
元
年
と
堅
田

・
金
ケ
森
の
湖
西
・

湖
東
の
門
徒
団
の
連
合
は
、
山
内

・
地
侍
と
の
連
合
に
対
し
史
上
最
初
の一

向

一
撲
を
展
開
し
、
法
住
が
山
門
に
対
し
て
八
十
貴
文
の
札
銭
を
納
め
て
諮

和
と
な
る
。

(由
来
記
)

し
か
し
二
年
後
の
応
仁
二
年
(
一
四
六
八
)
堅
田
大
責
l
京
都
を
中
心
と

す
る
応
仁
の
乱
を
契
機
と
し
て
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
堅
固
の
地
侍
が
、
堅
田
海

主E
四

肢
を
統
率
し
て
将
軍
義
政
の
花
御
所
造
営
資
材
を
湖
上
に
襲
撃
に
対
し、

幕

府
は
山
門
に
相
触
れ
堅
固
を
攻
撃
し
た
l
た
が
の
は
ず
れ
た
幕
府
ま
た
と
れ

と
結
ぶ
土
倉

・
山
門
の
支
配
に
、
地
侍

・
全
人
衆
は
共
同
し
て
戦
い、

結
果

的
に
は
堅
田
還
住
に
際
し
、
「
法
住
ハ
三
百
八
十
寅
文
、
法
西
ハ

八
十
質
文
、

大
北
兵
衛
ハ
百
二
十
貴
文
、
塩
津
兵
衛
入
道
法
円
ハ
百
寅
文
」

ヘ
跡
書

J

/
由
来
記
」

多
額
の
札
銭
を
出
し
、
「
万
公
事
辺
/
儀
軽
重
ヲ
タ
マ
シ
テ
、
殿
原
衆
、
全

人
衆
タ
チ
ア
ヒ
テ
、
ワ
タ
グ
シ
ナ
キ
様
一
一
グ
ソ
ダ

γ
ヲ
ナ
ス
、
両
方
ニ
カ
キ

チ
カ
ヘ
イ
タ
シ
ア
ヒ
」

(
由
来
記
〉
経
済
的
に
身
分
的
に
同
等
の
権
利
を
獲

得
し
た
。

と
の
よ
う
に
本
願
寺
教
団
は
、
有
得
な
商
人
、
名
主
戦

・
作
職
な

ど
中
心
に
自
立
化
し
て
い
く
農
民
・
商
人
・
手
工
業
者
の
門
徒
化
l
自
宅
道

場
の
開
基
に
よ
っ
て
、
応
仁
文
明
以
後
は
更
に
飛
躍
的
発
展
を
た
ど
る
の
で

あ
る
。
と
う
し
た
傾
向
は
北
陸

・
東
海
地
区
に
お
い
て
も
、
時
間
的
に、

地

域
的
に
封
建
的
自
営
農
の
量
的

・
質
的
成
長
と
正
比
例
し
な
が
ち
発
展
し
た

の
で
あ
る
。
お
〉

与
え
ら
れ
た
紙
面
も
超
過
し
た
の
で
、
文
明
以
後
に
お
け
る
本
福
寺
の
変

遷
及
び
湖
東

・
湖
北
へ
の
本
願
寺
教
団
の
発
展
に
つ
い
て
は
他
自
に
譲
り
た

、uv、
品
川
本
橋
の

hm
伊
の
部
は
卒
業
論
文
の
要
約
で
あ
り
、
近
江
の
献
は

一九
五

一
年
度
文
部
省
科
学
研
究
助
成
補
助
金
に
よ
る
研
究
の

一
部
で
、
一
九
五
二

年
度
史
学
ム巨
大
会
に
お

い
て
発
表
し
た
も
の
で
あ
る

と
と
を
附
し
て
お
く
。

註
(
1

)

石
山
戦
争
に
当
っ
て
綴
如
は
、

「
当
国
門
徒
之
儀
者
、
毎
度

一
戦

に
粉
骨
を
つ
く
し
、
無
一
五
山
類
一
上
に
、
ヌ
ケ
様
之
事
ま

て
痛
入
ま
い

ら
せ
候
」
と
紀
州
門
徒
の
来
援
を
提
す
害
状
を
頒
繁
に
出
し

て
い
る
。

(
額
如
上
人
文
案
石
山
本
願
寺
日
記
)
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石
山
攻
略
が
容
易
で
な
か
っ
た
信
長
は
、
「
就
中
南
hm
雑
担
賀
の
門
徒

等
、
よ
〈
鳥
銃
に
調
練
し
、
わ
が
軍
を
く
る
し
む
る
と
と
数
止
な
れ

ば
、
所
詮
雑
賀
を
征
伐
し
、
其
の
根
を
断
ち
枯
さ
ん
」
と
誇
大
名
を

召
集
し
て
天
豆
五
年
、
雑
賀
攻
問監E
に
移
っ
た
。
か
く
て
雑
賀
の
降
伏

と
と
も
に
石
山
の
落
城
と
な
っ
て
、
本
願
寺
は
雑
賀
に
移
転
し
た
。

(
太
田
文
書
1

東
大
史
料
編
纂
所
所
蔵
。
信
長
記
・
総
見
記
・
石
山

本
願
寺
町
記
)

(
2
〉

寛
正
六
年
山
門
の
大
谷
破
却
は

(
民
宗
金
書

l
本
繭
寺
由
来
記
、

跡
書
、
門
徒
記
、
淑
郎
之
総
氏
「
蓮
如
」
)
が
く
わ
し
い
。
天
文
五

年
の
一
授
は
(
石
山
本
願
寺
日
記
、
辻
義
口
之
防
一
「
日
本
併
敦
史
中
世

続
之
五
」

一
元
議
天
正
の
一
挨

l
江
北
十
カ
寺
一
授
は
荻
田
郡
箕
浦
、
袖
川
崎
郡
垣

見
・
新
村
・
小
川
・
蒲
生
郡
日
野
五
カ
寺
、
野
訓
郡
金
ケ
森
、
守
山
、

浮
気
、
勝
部
、
草
津
、
勢
多
、
堅
田
、
甲
賀
等
の
一
挨
(
誓
願
寺
文

書
、
奥
敬
寺
文
書
堅
田
本
源
寺
田
記
、
滋
賀
県
史
)

(

3

)

笠
原
一
男
日
本
に
お
け
る
農
民
戦
争
、
震
宗
の
発
展
と
一
向
一

援
重
松
明
久
織
田
政
権
の
成
長
と
長
島
一
授
ハ
名
古
屋
大
学
文

学
部
記
要
〉
井
上
鈴
夫
一
向
一
撲
序
設
(
史
学
雑
誌
六
二
ノ
一
ニ
)

松
山
宏
一
向
一
授
の
構
慈
と
そ
の
日
出
関
(
一
臆
史
評
論
)

(
4
〉

江

頭
恒
治
高
野
山
領
庭
園
の
研
究

(

5

)

小
川
信

料
伊
国
鞠
淵
庄
に
お
け
る
郷
村
制
成
立
過
程

(
国
史
学

五
二
号
〉

(

6

)

組
伊
続
風
土
記

第
一
一
斡

(

7

)

伊
東
多
三
郎
近
世
封
建
制
の
確
立
の
遜
程
、
紀
伊
国
に
つ
い

て

(
社
会
経
済
史
学
昭
和
十
六
年
十
月
号
〉

伊
東
氏
右
論
文
や
組
伊
続
風
土
記
、
南
紀
古
士
伝
、
紀
伊
国
地
士
由

緒
書
抜

K
よ
る
と
、
中
世
末
の
主
な
る
土
豪
J

は
、
海
草
郡

(
鈴
木
孫

市

i
様
相
且
一
撲
の
指
導
者
、
太
田
、
湯
橋
、
繍
見
、
土
橋
)
在
田
郡

(
畠
山
、
山
崎
、

林
保
、
小
松
、
白
樫
)
那
賀
郡

(
津
田
、
林
野
、

平
野
〉
日
高
郡
(
湯
川
、
玉
置
、
山
地
、
愛
須
〉
等
の
存
在
を
見
る

と
と
が
で
き
る
。

〔

8
)

耶
蘇
会
の
日
本
年
報
第
二
斡

(

9

)

組
伊
続
風
土
記

(
叩
)
翼
宗
金
書
続
九
、
組
伊
続
風
土
記

(
孔
〉
紀
伊
絞
風
土
記

(
ロ
)
紀
伊
続
風
土
記

(
日
)
組
伊
続
風
土
記

(
日
比
)
鷺
森
旧
事
記

(
お
〉
大
谷
本
願
寺
遁
記
鰭
弟
絡
伝

{
一
日
)
石
山
本
願
寺
日
記
上
巻
天
文
五
年
五
月
十
四
日

(
口
〉
石
山
本
願
寺
日
記
上
谷
天
文
五
年
十
月
廿
日

(
日
〉
石
山
本
願
寺
田
記
上
巻
天
文
六
年
九
月
六
日

(
凶
〉
石
山
本
願
寺
日
記
上
谷
天
文
六
年
九
月
六
日

(
却
〉
紀
伊
続
風
土
記
第

一一斡

(
幻
)
預
戴
寺
文
書
〈
東
大
史
料
編
纂
所
所
蘇
〉

(
辺
)
本
願
寺
遁
記

(
お
)
本
願
寺
遁
記
諮
弟
略
伝

(
弘
)
巽
宗
金
書
続
九
蓮
如
上
人
御
隠
棲
実
記

五
五
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(
お
)
本
一
同
寺
由
来
記

(
叩
山
〉
本
源
寺
由
来
記

ハ
幻
〉
本
稿
寺
由
来
記

(
お
〉
服
部
之
総
「
蓮
如
」

(
却
)
ご
水
記
、
天
文
元
年
八
月

(
却
〉
県
史
、
郡
史
、
町
史
。
(
野
測
、
甲
賀
、
伊
香
、
犬
上
、
東
浅
井
、

滋
賀
郡
は
地
誌
の
関
係
か
ら
不
十
分
な
の
で
入
れ
な
い
)

(
m
U
〉
日
野
町
史
、
蒲
生
郡
史
、
臨
(
敬
寺
文
書

(
詑
〉
叛
田
郡
安
、
誓
願
寺
文
書

〈
お
)
野
制
、
甲
賀
、
伊
香
、
犬
上
、
東
浅
井
、
滋
賀
郡
地
方
の
分
布
は

寺
壮
大
観
覧
宗
金
書
近
江
奥
地
志
略
に
よ
る
。

(
引
叶
)
近
江
既
、
地
志
略
か
ら
翻
ベ
た
も
の
で
、
開
基
年
代
は
不
明
な
も
の

が
多
い
。
し
か
し
寺
数
だ
け
を
見
て
も
本
願
寺
の
末
寺
が
、
他
の
地

域
に
比
ベ
て
非
常
に
少
い
。

(
お
)
原
田
伴
彦
「
中
世
都
市
の
自
治
的
共
同
組
織
に
つ
い
て
」
歴
史
筆

研
究
第
一
五
六
号

(
お
〉
石
国
葬
人
「
畿
内
の
一
向
一
撲
に
つ
い
て
」
日
本
史
研
究
二
三
号

(
幻
〉
石
田
義
人
「
畿
内
の
一
向
一
撲
に
つ
い
て
」
日
本
史
研
究
二
三
号

(
お
)
服
部
之
絵
「
蓮
如
」
四
二
頁

(
泊
〉
大
島
奥
津
島
文
書
「
滋
賀
県
史
第
五
各
」

(
叫
)
蔭
涼
軒
目
録
究
芭
五
年
三
月
十
七
日

(
叫
〉
大
徳
寺
文
書
「
石
関
氏
前
掲
論
文
」

(
必
)
本
稿
寺
文
書

(
日
)
醍
湖
満
済
准
后
日
記
、
応
永
三
十
五
月
九
月
十
八
日

主
六

(叫
)

本
稿
寺
文
書

(
必
)
正
月
四
浦
の
法
問
・
二
月
九
鍛
冶
長
第
道
問
、
三

月
中
村
浜
の
唯

資
、
四
月
泊
屋
二
郎
兵
衛
法
党

・
五
月
五
郎
左
衛
門
・
六
月
今
墜
聞

の
件
阿
粥
七
月
外
戸
道
場
の
法
党

・
八
月
良
野
宿
老
人

(
箆
了
〉

九

月
和
遡
の
椅
屋
明
葬
・

十
月
組
岸
田
大
郎
衛
門
・

十
一
月
大
北
兵
衛
、

十

二
月
四
浦
大
道
の
衆
、
兄
爾
六
郎
、
弟
藤
兵
衛

(
西
浦
舟
大
工
)

次
弟
三
郎
大
夫
、
治
犀
叉
左
衛
門
、
イ
ヲ
ケ
の
尉
。

以

上

十

二
組

「
本
一
繭
寺
由
来
記
・
跡
室
田
・
門
徒
記
」

(
日
明
)
笠
原
一
男
「
日
本
に
お
け
る
農
民
戦
争
」
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